
　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

私
の
専
門
は
日
本
近
世
文
学
（
江
戸
時
代
の
文
学
）
で
す
。
ま
た
、
出
身

は
群
馬
県
前
橋
市
で
あ
り
、
尾
道
は
も
ち
ろ
ん
広
島
県
か
ら
も
遠
く
離
れ

た
所
か
ら
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
私
が
尾
道
を
学
問
す
る̶

尾
道
学
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
対
象
と
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
私
が
特
に
探
究
し
て
い
る
分
野
は
読
本
（
よ
み
ほ
ん
）、
通
俗
軍
書
と

い
っ
た
江
戸
時
代
の
後
期
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
。
尾
道
と
い
う
地
名

が
登
場
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
作
品
の
舞
台
と
な
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
平
田
玉
蘊
や
、
そ
の
関
係
か
ら
の
頼
山
陽
な
ど
は
、
近
世
の
人

物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
専
門
対
象
で
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
最
初
に
捻
り
だ
し
た
の
が
、
尾
道
に
実
在
し
た
人
を
描
い
た

作
品
と
し
て
、
拳
骨
和
尚
こ
と
物
外
不
遷
の
文
学
を
考
え
て
み
る
こ
と
で

し
た
。
と
い
う
の
も
、
拳
骨
和
尚
は
明
治
期
の
講
談
で
大
き
く
採
り
あ
げ

ら
れ
、
全
国
に
そ
の
名
を
広
め
た
の
で
す
。
講
談
は
通
俗
軍
書
と
も
関
係

が
深
く
、
ま
た
話
を
お
も
し
ろ
く
す
る
た
め
の
創
作
や
誇
張
な
ど
が
あ

り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
く
考
察
い
た
し
ま
し
た（

注
１
）。
講
談
の
拳
骨
和
尚
は
、

そ
の
後
の
文
学
に
引
き
継
が
れ
て
描
か
れ
、
近
年
で
は
津
本
陽
の
『
拳
豪

伝
』
が
あ
り
、
こ
の
作
品
は
漫
画
化
も
さ
れ
て
お
り
ま
す（
注
２
）。

　

そ
の
次
に
試
み
て
み
ま
し
た
の
が
、
下
垣
内
和
人
先
生
よ
り
尾
道
大
学

に
寄
贈
さ
れ
た
膨
大
な
地
方
俳
諧
資
料
「
下
垣
内
文
庫
」
の
調
査
か
ら
、

尾
道
の
俳
諧
に
つ
い
て
の
考
察
で
す
。
す
で
に
下
垣
内
先
生
の
な
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
す
る
だ
け
の
作
業
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
個
人

と
し
て
は
大
変
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た（

注
３
）。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
次
に
ど
う
し
よ
う
と
考
え
、
実
は
以
前
か
ら
興
味
が

あ
り
、
少
し
ず
つ
資
料
を
集
め
、
作
品
を
読
ん
で
い
た
高
垣
眸
作
品
に
、

い
よ
い
よ
取
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
高
垣
眸
は
尾
道
出
身
の
児

童
文
学
作
家
で
す
。
高
垣
眸
作
品
は
、
勧
善
懲
悪
タ
イ
プ
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
と
い
う
意
味
で
、
江
戸
時
代
の
読
本
と
通
じ
る
点
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
先
ほ
ど
か
ら

申
し
ま
す
通
り
、
私
の
専
門
は
日
本
近
世
文
学
。
高
垣
眸
作
品
は
近
代
文

学
の
も
の
。
ど
う
し
て
も
基
礎
知
識
が
足
り
な
い
の
で
す
。

　

作
品
を
考
え
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
の
テ

キ
ス
ト
成
立
当
時
の
読
者
の
視
点
で
そ
れ
ぞ
れ
を
評
価
す
る
べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
の
は
私
の
基
本
的
な
文
学
研
究
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。
高
垣
眸

作
品
を
考
え
る
に
は
、
高
垣
眸
作
品
の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
当
時
の
読

者
に
視
点
に
立
つ
だ
け
の
知
識
が
必
要
で
す
。
社
会
背
景
、
文
学
史
、
こ

う
い
っ
た
知
識
は
研
究
者
が
長
い
時
間
を
か
け
て
調
査
し
、
身
に
つ
け
て

い
く
も
の
で
す
。
要
す
る
に
、
本
格
的
な
高
垣
眸
作
品
研
究
は
、
私
に
は

不
可
能
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
の
立
ち
位
置
と
目
標
を
最
初
に
宣
言
し
て
お
き
ま
す
。
一

つ
に
は
江
戸
時
代
の
文
学
研
究
の
視
点
を
用
い
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

性
の
共
通
点
を
考
え
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
現
在
の
、
あ
る
い
は
こ
れ

か
ら
の
学
生
層
に
高
垣
眸
作
品
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
、
研
究
の
入
口
を

示
し
て
お
く
こ
と
。
こ
の
二
つ
で
す
。
今
後
、
高
垣
眸
作
品
で
卒
業
論
文

を
書
い
て
み
よ
う
と
い
う
学
生
が
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待

つ
こ
と
に
し
ま
す
。

高
垣
眸
作
品
研
究
序
説

藤　

沢　

 　

毅
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二
、
テ
キ
ス
ト
（
一
）
全
集

　

高
垣
眸
作
品
は
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
研
究
対
象
に
な
っ
て
き
た
で
し
ょ

う
か
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
置
か
れ
て
い
る
電
子
資

料
館
の
「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
「
高
垣
眸
」
で
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
連
の

論
文
が
示
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
な
ん
と
、
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
た
っ
た
一

つ
。
佐
藤
宗
子
氏
に
よ
る
「
高
垣
眸
『
宝
島
』
再
話
の
挑
戦
―
プ
ロ
ッ
ト

再
生
の
可
能
性
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
（
人
文
・
社
会
）』
48
。
二
〇

〇
〇
年
二
月
）
の
み
で
し
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
が
強
く
、
児
童

向
け
の
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
だ
文
学
と
し
て
研
究
対
象
に

な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
様
子
で
す（

注
４
）。

　

そ
の
一
方
で
、
高
垣
眸
全
集
が
出
て
い
る
こ
と
、
ま
た
児
童
文
学
の
全

集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
垣
眸
作
品
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い

う
一
面
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
高
垣
眸
全
集
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

    『
高
垣
眸
全
集
』（
桃
源
社
）

    　

第
一
巻
（
一
九
七
〇
年
）　
「
銀
蛇
の
窟
」「
夜ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

光
珠
綺も

の
が
た
り
譚
」

    　

第
二
巻
（
一
九
七
〇
年
）　
「
龍
神
丸
」「
神
風
八
幡
船
」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
豹

ジ
ャ
ガ
ーの
眼
」「
曼
珠
沙
華
」

    　

第
三
巻
（
一
九
七
一
年
）　
「
大
陸
の
若
鷹
（
九
曜
星
）」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
怪
傑
黒
頭
巾
」「
マ
グ
ナ
の
瞳
」

    　

第
四
巻
（
一
九
七
一
年
）　
「
ま
ぼ
ろ
し
城
」（
ま
ぼ
ろ
し
城
、

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
荒
海
の
虹
、
渦
潮
の
果
）

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
地
獄
の
代
官
」「
南
海
の
密
使
」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
裾
野
の
火
柱
」「
謎
の
花
簪
」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
蒙
古
騎
銃
隊
」

    　

第
五
巻
（
未
刊
）　　

   　
「
黒
潮
の
唄
」「
日
本
男
児
」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
「
空
を
と
ぶ
な
ぞ
」「
紅
玉
の
冠
」

    　

第
六
巻
（
未
刊
）　　

   　
「
凍
る
地
球
」「
燃
え
る
地
球
」

    

　

予
定
で
は
全
六
巻
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
五
、
六
巻
は
出
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
こ
の
辺
の
事
情
も
こ
れ
か
ら
調
べ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
巻
ま
で
の
収
録
作
品
数
は
一
五
（「
ま
ぼ
ろ
し
城
」
を
三
つ
に
分
け
て
数
え
れ

ば
一
七
）。
未
刊
の
五
、
六
巻
を
入
れ
る
と
二
一
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
に

し
て
も
「
全
集
」
と
は
良
い
な
が
ら
未
収
録
作
品
が
多
い
こ
と
は
一
目
瞭

然
で
す（

注
５
）。

　
『
高
垣
眸
全
集
』
の
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
る
筈
だ
っ
た
「
凍
る
地
球
」

は
、『
少
年
小
説
大
系
』
の
中
の
『
高
垣
眸
集
』
に
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
大
系
の
『
少
年
翻
訳
小
説
集
』
に
は
、
高
垣
眸
訳
の
「
宝
島
」

が
入
り
ま
す
。
こ
の
大
系
に
収
録
さ
れ
た
高
垣
眸
作
品
は
以
下
の
通
り
で

す
。

    
    『

少
年
小
説
大
系
』（
三
一
書
房
）

    　

第
５
巻
『
高
垣
眸
集
』（
一
九
八
七
年
）

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
怪
人
Ｑ
」「
黒
衣
剣
侠
」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
荒
海
の
虹
」「
裾
野
の
火
柱
」

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
凍
る
地
球
」「
恐
怖
の
地
球
」

    　

第
26
巻
『
少
年
翻
訳
小
説
集
』（
一
九
九
五
年
）

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
宝
島
」
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ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
三
一
書
房
は
、
桃
源

社
の
『
高
垣
眸
全
集
』
の
収
録
作
品
を
意
識
し
て
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
な

か
っ
た
作
品
を
自
社
の
『
少
年
小
説
大
系　

高
垣
眸
集
』
に
収
録
し
た
よ

う
で
す
ね
。
そ
の
一
方
、『
高
垣
眸
全
集
』
発
行
か
ら
『
少
年
小
説
大
系　

高
垣
眸
集
』
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
ほ
る
ぷ
出
版
か
ら
出
さ
れ
た

『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
の
第
20
巻
『
山
中
峯
太
郎　

高
垣
眸
』（
一
九
七
七

年
）
に
は
、
既
に
『
高
垣
眸
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
「
銀
蛇
の
窟
」

が
入
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
、
出
版
社
の
思
惑
あ
る
い
は
姿
勢
と
い
う
も

の
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
全
集
出
版
に
は
、
単
に
読
者
に
作
者
単
位
で
読
む
こ
と
の
で
き

る
テ
キ
ス
ト
を
供
給
す
る
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
余
慶
が
生
じ
ま

す
。
ま
ず
『
高
垣
眸
全
集
』
既
刊
四
巻
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
末
に
こ
の
全

集
発
刊
の
た
め
高
垣
眸
自
身
が
執
筆
し
た
文
章
が
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

第
一
巻
『
銀
蛇
の
窟
』
に
は
「「
銀
蛇
の
窟
」「
夜
光
珠
綺
譚
」
の
こ
ろ
」、

第
二
巻
『
龍
神
丸
』
に
は
「
額
田
六
福
の
想
い
出
と
〝
龍
神
丸
〞」、
第
三

巻
『
怪
傑
黒
頭
巾
』
に
は
「「
怪
傑
黒
頭
巾
」
誕
生
秘
話
・
そ
の
他
」、
第

四
巻
『
ま
ぼ
ろ
し
城
』
に
は
「
隠
密
シ
リ
ー
ズ
そ
の
他
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
高
垣
眸
が
各
作
品
が
執
筆
さ
れ
た
当
時
の
思
い
出

な
ど
を
語
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
文
章
内
容
を
全
て
「
真

実
」
と
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
す
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要

は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
最
初
の
テ
キ
ス
ト
成
立
当
時
を

知
る
材
料
と
し
て
は
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

ま
た
、
各
巻
に
は
月
報
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
巻
に
は
『
少
年
世

界
』
編
集
長
と
し
て
「
銀
蛇
の
窟
」「
夜
光
珠
綺
譚
」
を
掲
載
し
た
新
井

弘
城
氏
が
、
第
二
巻
に
は
「
竜
神
丸
」
の
挿
絵
を
描
い
た
山
口
將
吉
郎
氏

が
、
第
三
巻
に
は
文
芸
評
論
家
の
尾
崎
秀
樹
氏
が
、
第
四
巻
に
は
児
童
文

化
研
究
家
の
上
笙
一
郎
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
文
章
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
当
時
の
作
者
の
様
子
、
出
版
界
の
様
相
、
高
垣
眸
作
品
の
魅
力
な
ど

が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
価
値
の
あ
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

 

『
日
本
児
童
文
学
大
系　

20　

山
中
峯
太
郎　

高
垣
眸
』
の
巻
末
に
は
、

尾
崎
秀
樹
氏
に
よ
る
「
高
垣
眸
解
説
―
人
と
作
品
―
」
と
磯
貝
勝
太
郎
氏

に
よ
る
「
高
垣
眸
年
譜
」、
さ
ら
に
同
じ
く
磯
貝
氏
に
よ
る
「
高
垣
眸
参

考
文
献
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。『
少
年
小
説
大
系　

第
５
巻　

高
垣

眸
集
』
の
巻
末
に
は
、
高
橋
康
雄
氏
に
よ
る
「
解
説
」
と
や
は
り
「
高
垣

眸　

年
譜
」（『
日
本
児
童
文
学
大
系　

20　

山
中
峯
太
郎　

高
垣
眸
』
収

録
の
磯
貝
氏
作
成
の
「
高
垣
眸
年
譜
」
を
参
照
し
た
、
と
あ
る
）
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
報
に
は
「
泣
き
虫
黒
頭
巾
―
わ
が
父
の
思
い

出
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
高
垣
眸
の
次
男
で
あ
る
葵
氏
の
文
章
が
、

ま
た
文
芸
評
論
家
の
二
上
洋
一
氏
に
よ
る
「
自
由
人
・
高
垣
眸
」
と
い
う

文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
後
進
の
者
に
と
っ
て
は
大
変

あ
り
が
た
い
資
料
と
な
り
、
高
垣
眸
作
品
研
究
の
礎
と
な
っ
て
い
く
も
の

な
の
で
す
。

　
　
　

三
、
テ
キ
ス
ト
（
二
）
単
行
本

　

全
集
類
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

群
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
は
、
次
に
全
集
刊
行
以
前

と
以
後
に
発
行
さ
れ
た
単
行
本
の
様
相
を
垣
間
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
試
み
に
「
日
本
の
古
本
屋
」
と
い
う
サ
イ
ト
で
、
高
垣
眸
に
関
す

る
テ
キ
ス
ト
が
ど
れ
だ
け
古
本
屋
さ
ん
の
間
で
出
回
っ
て
い
る
の
か
見
て

み
ま
し
ょ
う
。「
尾
道
学
講
座
」
で
講
座
を
持
つ
前
日
の
二
〇
一
一
年
一
〇
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月
四
日
に
検
索
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
四
六
五
件
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
二
〇
一
二
年
五
月
一
〇
日
に
も
同
様
の

検
索
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
偶
然
全
く
同
数
の
四
六
五
件
が
ヒ
ッ
ト
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
内
訳
に
は
相
当
違
い
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
出
入

り
」
が
多
く
あ
り
、
つ
ま
り
本
が
買
わ
れ
本
屋
さ
ん
か
ら
「
出
」
て
い
く

こ
と
、
ま
た
古
本
屋
さ
ん
が
新
た
に
仕
「
入
」
れ
た
こ
と
が
、
頻
繁
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
に
検
索
を
か
け
た
結
果
の
方
で
、
も
う
少
し
様
子
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
ヒ
ッ
ト
件
数
四
六
五
の
中
、
前
章
で
紹
介
し
た
全
集
は
ど

の
く
ら
い
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
『
高
垣
眸
全
集
』（
桃
源
社
）

　
　
　

第
一
巻　

12
件

　
　
　

第
二
巻　

13
件

　
　
　

第
三
巻　

6
件

　
　
　

第
四
巻　

7
件

　
　
　

全
集
揃
（
一
〜
四
巻
）　

11
件

　
　
　

全
集
一
〜
三
巻　

2
件

　
『
少
年
小
説
大
系
』（
三
一
書
房
）

　
　
　

第
５
巻
『
高
垣
眸
集
』　

15
件

　
　
　

第
26
巻
『
少
年
翻
訳
小
説
集
』　

4
件

　
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』（
ほ
る
ぷ
出
版
）

　
　
　

第
20
巻
『
山
中
峯
太
郎　

高
垣
眸
』　

8
件

　

右
、
合
計
七
八
件
で
し
た
。
四
六
五
か
ら
七
八
を
引
く
と
、
残
り
は
三

八
七
で
す
ね
。
で
は
、
残
り
三
八
七
件
の
中
で
、
一
番
多
い
書
名
は
何

か
、
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
や
は
り
『
怪
傑
黒
頭
巾
』
で
計
九
四
件
あ

り
ま
し
た
（
ち
な
み
に
、
二
位
は
『
豹
の
眼
』
の
五
二
件
、
三
位
は
『
ま
ぼ
ろ
し

城
』
の
三
八
件
で
す
）。
こ
の
九
四
件
の
内
訳
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
残
念
な
が
ら
各
古
書
店
の
判
断
に
基
づ
い
た
記
載
で
あ
り
、
ま
た

「
日
本
の
古
本
屋
」
で
も
統
一
さ
れ
た
記
述
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
内
訳
は
不
確
実
な
も
の
で
す
。
ま
あ
、

参
考
の
た
め
に
、
く
ら
い
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

講
談
社
（「
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
」
を
含
む
）

　
　

①
一
九
三
九
年
版　

1
件

　
　

②
一
九
四
〇
年
版　

2
件

　
　

③
一
九
四
一
年
版　

1
件

　
　

④
一
九
六
五
年
版　

2
件

　
　

⑤
一
九
七
〇
年
版　

9
件

　
　

⑥
一
九
七
五
年
版
（
少
年
倶
楽
部
文
庫
７
）　　

54
件

　
　

⑦
一
九
五
五
年
（
少
年
ク
ラ
ブ
８
月
号
付
録
）
つ
う
か
い
絵
物
語  

2
件

　
　

⑧
一
九
五
五
年
（
少
年
〔
ク
ラ
ブ
〕
付
録
）　

痛
快
時
代
絵
物
語　

1
件

　

ポ
プ
ラ
社

　
　

⑨
一
九
四
七
年
版　
（
名
作
選
１
）　

3
件

　
　

⑩
一
九
四
八
年
版　
（
名
作
選
１
）　

4
件

　
　

⑪
一
九
五
三
年
版　

1
件

　
　

⑫
一
九
五
五
年
版　

2
件

　

第
三
文
明
社

　
　

⑬
一
九
八
九
年
版
（
少
年
少
女
希
望
図
書
館
14
）　

8
件

　

普
通
社

　
　

⑭
一
九
六
二
年
版
（
名
作
リ
バ
イ
バ
ル
全
集
８
）　

4
件
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 （
ビ
デ
オ
）

　
　

⑮TO
EI　

VID
EO

　

爆
発
篇　

一
九
五
九
年
公
開
作
品　

1
件

　

こ
う
し
た
記
載
は
、
基
本
的
に
は
刊
記
か
ら
の
情
報
な
の
で
し
ょ
う

が
、
本
屋
さ
ん
に
よ
っ
て
は
「
版
」
と
「
刷
」
を
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い

る
所
、
復
刻
版
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
の
版
の
年
を
記
載
し
て
し
ま
っ
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
う
も
刊
記
に
載
っ
て
い
る
情
報
が
既
に
怪

し
い
本
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す（

注
６
）。

　
『
怪
傑
黒
頭
巾
』
の
初
出
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
月
か
ら

一
二
月
に
か
け
て
『
少
年
倶
楽
部
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て

同
年
（
一
一
月
？
）、
講
談
社
（
当
時
は
「
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
」）
か
ら
出
版

さ
れ
て
い
ま
す（

注
７
）。
つ
ま
り
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
四
日
の
時
点
で
の
「
日

本
の
古
本
屋
」
に
は
、
一
九
三
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
怪
傑
黒
頭
巾
』
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（『
少
年
倶
楽
部
』
は
揃
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
）。
そ
れ
で
も
、
①
の
一
九
三
九
年
版
の
も

の
は
八
四
〇
〇
〇
円
の
値
が
つ
い
て
お
り
、
な
ぜ
か
②
の
一
九
四
〇
年
版

の
も
の
は
さ
ら
に
高
く
二
件
と
も
一
五
〇
〇
〇
〇
円
、
③
の
一
九
四
一
年

版
は
六
五
〇
〇
〇
円
で
し
た
。
本
の
値
段
は
、
古
本
屋
さ
ん
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
し
、
ま
た
本
の
現
在
の
状
態
（
例
え
ば
、
破
れ
て
い
た
り
す
る
と
安
く

な
り
ま
す
ね
）
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
高
価
な
印

象
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
欲
し
い
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ

ま
り
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
一
九
三
五

年
版
が
出
た
ら
、
い
く
ら
の
値
が
つ
く
か
、
楽
し
み
の
よ
う
な
、
怖
い
よ

う
な
…（
注
８
）。

　

①
か
ら
⑧
ま
で
を
ご
覧
の
よ
う
に
、
出
版
社
と
し
て
は
講
談
社
か
ら
の

も
の
が
一
番
多
く
、
そ
の
中
で
も
⑥
の
一
九
七
五
年
の
版
で
あ
る
少
年
倶

楽
部
文
庫
７
の
も
の
は
五
四
件
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
売
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
実
際
に
は
こ
の
版
で
刷
を
重
ね
た
よ
う
で
、「
日
本
の
古
本
屋
」
の

各
書
店
記
載
の
中
に
も
「
第
〜
刷
」
と
の
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
⑦
と
⑧
は
同
じ
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

各
書
店
の
記
載
方
法
が
違
う
こ
と
に
よ
り
判
別
で
き
な
か
っ
た
も
の
で

す
。
講
談
社
か
ら
出
た
も
の
以
外
で
は
、
ポ
プ
ラ
社
、
第
三
文
明
社
、
普

通
社
か
ら
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
拘
る
か
、
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
実
は
、
文
学
研
究
に
と
っ
て
、
対
象
テ
キ
ス
ト
を
知

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。
自
分
が
何
か
作
品
を
読
む
時

に
は
、
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
ま
す
。
現
在
で
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の

画
面
で
読
む
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
基
本
的
に
は
目
の
前
に
あ
る

書
物
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
書
物
を
コ
ピ
ー
し
た
紙
ベ
ー
ス
で
読
む
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
、
元
の
本
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ

る
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
）。
書
物
で
読
ん
だ
場
合
、
そ
の
書
物
が
ど
の
よ
う

な
書
物
な
の
か
を
把
握
し
、
自
分
は
そ
の
書
物
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て

評
価
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
書
物
を
読
む
行
為
か
ら
、
別
の
も
の

を
評
価
す
る
の
か
、
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
書
物
に
よ
っ
て
本
文
が
違

う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
し
、
極
端
に
言
え
ば
、
表
紙
の
絵
か
ら
、

あ
る
い
は
本
の
状
態
か
ら
、
読
ん
だ
印
象
が
変
わ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
え

ま
す
。「
怪
傑
黒
頭
巾
」
を
読
む
と
し
て
、
初
出
の
『
少
年
倶
楽
部
』
連

載
の
文
章
を
評
価
す
る
の
か
、
一
九
三
五
年
版
の
単
行
本
で
評
価
す
る
の

か
、
そ
れ
が
手
に
入
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し

て
、
ど
の
評
価
を
す
る
の
か
、
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
挿

絵
の
有
無
、
位
置
な
ど
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、『
高
垣
眸
全
集
』
で
は
、

挿
絵
は
な
く
、
口
絵
部
分
に
、
別
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
た
挿
絵
の
一
部
を
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写
真
で
入
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
単
行
本
の
も
の
と
大
き
く
印
象
は
変
わ

り
、
読
み
方
ま
で
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
書
誌
学

―

そ
の
書
物
が
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
の
か
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
、
そ

の
書
物
が
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
の
か
正
し
く
記
述
す
る
こ
と

―
が

文
学
研
究
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

話
を
も
と
に
戻
し
ま
す
。「
日
本
の
古
本
屋
」
に
よ
っ
て
概
観
し
た
と

こ
ろ
、
高
垣
眸
作
品
は
現
存
テ
キ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
た
く
さ
ん
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
研
究

上
、
あ
る
程
度
諸
本
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
を
全
て
蒐
集
す
る
こ
と

は
金
銭
的
に
難
し
く
（
蒐
集
し
た
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
を
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。
文
章
の
後
に
載
せ
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
）、
ま
た
二
つ
に
は
「
日

本
の
古
本
屋
」
に
な
い
テ
キ
ス
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
時
間
を
か

け
、
図
書
館
で
閲
覧
し
た
り
、
あ
る
い
は
所
蔵
者
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
調
査
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
文
学
研
究
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
テ
キ
ス
ト

を
読
み
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
、
お
も
し
ろ
さ
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。

高
垣
眸
作
品
は
た
い
へ
ん
魅
力
的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
現

代
で
も
そ
の
魅
力
は
十
分
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

諸
本
の
調
査
を
し
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
「
読
み
」
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

四
、
各
作
品
あ
ら
す
じ

　
　
　
　
　
　
　

―
ミ
ニ
「
高
垣
眸
文
学
事
典
」
を
め
ざ
し
て

　

さ
て
、
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
私
自
身
が
本
格
的
な
高
垣

眸
作
品
研
究
を
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
江
戸
時
代
の
文
学
研
究

の
視
点
を
用
い
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
共
通
点
を
考
え
る
こ
と
」

は
、
細
々
と
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
目
標
と
し
て
挙

げ
た
「
現
在
の
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
の
学
生
層
に
高
垣
眸
作
品
の
お
も

し
ろ
さ
を
伝
え
、
研
究
の
入
口
を
示
し
て
お
く
こ
と
」
の
た
め
に
、
以
下

の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
言
っ
て
み
れ

ば
、「
高
垣
眸
文
学
事
典
」
の
項
目
を
執
筆
す
る
か
の
よ
う
に
、
各
作
品

の
初
出
、
諸
本
を
わ
か
る
範
囲
で
書
き
留
め
、
ま
た
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め

て
お
く
こ
と
で
す
。
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
ど
の
作
品
が
ど
ん

な
内
容
で
あ
っ
た
か
、
す
ぐ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
前
段

階
で
作
品
を
紹
介
す
る
際
に
も
便
利
で
す
。
お
ま
け
に
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

と
し
て
、
恣
意
に
選
ん
だ
特
徴
の
あ
る
語
を
摘
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
複
数
の
作
品
に
共
通
す
る
要
素
を
概
観
す
る
際
や
、
ま
た
研
究
の

切
り
口
を
考
え
る
際
に
も
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
り
あ
え
ず
、
一
〇
の
作
品
に
つ
い
て
掲
載
し
て
み
ま
し
た
（
な
お
、

以
下
の
雑
誌
掲
載
年
、
書
籍
発
行
年
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
元
号
中
心
の

表
記
に
し
て
お
き
ま
し
た
）。

「
竜
神
丸
」（
り
ゅ
う
じ
ん
ま
る
）

【
初
出
】『
少
年
倶
楽
部
』
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
四
月
〜
一
二
月

号
に
連
載
。

【
諸
本
】
大
日
本
雄
弁
講
談
社
（
昭
和
一
〇
）、
ポ
プ
ラ
社
（
昭
和
二
九
）、

講
談
社
（
少
年
倶
楽
部
文
庫
、
昭
和
五
一
）。『
高
垣
眸
全
集
』
二
（
桃
源
社
、

昭
和
四
五
）
に
所
収
。

【
あ
ら
す
じ
】
徳
川
時
代
末
期
、
土
佐
の
国
蹉
跎
の
岬
の
髑
髏
岩
に
近

づ
き
、
海
賊
船
竜
神
丸
の
秘
宝
を
探
す
黒
潮
の
万
右
衛
門
、
し
か
し
宝
は
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な
く
、
そ
の
在
処
を
記
す
紙
片
も
石
崎
の
灘
右
衛
門
が
奪
う
。
そ
の
紙
片

を
長
崎
で
切
支
丹
の
松
右
衛
門
が
奪
う
。
さ
ら
に
そ
れ
を
猫
鮫
の
八
兵
衛

が
奪
う
。
万
右
衛
門
、
灘
右
衛
門
、
松
右
衛
門
は
手
を
組
む
。
彼
ら
の
元

親
分
で
あ
る
明
王
丸
の
九
郎
右
衛
門
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
片
隅

で
、
子
分
の
木
原
の
吉
右
衛
門
に
本
物
の
宝
の
在
処
を
示
す
紙
片
を
渡
し

て
死
ぬ
。
松
右
衛
門
は
、
九
郎
右
衛
門
の
妻
を
攫
い
、
そ
の
子
竜
太
郎
に

両
親
を
殺
し
た
の
は
吉
右
衛
門
だ
と
教
え
こ
む
。
し
か
し
、
真
実
を
悟
っ

た
竜
太
郎
は
吉
右
衛
門
と
と
も
に
宝
を
探
し
に
出
か
け
る
。
そ
の
船
を
襲

う
万
右
衛
門
た
ち
。
し
か
し
彼
ら
を
返
り
討
ち
に
し
て
、
竜
太
郎
た
ち
は

秘
宝
を
目
指
し
て
航
海
を
続
け
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
秘
宝
、
村
上
水
軍
、
八
幡
船
、
宝
の
祟
り
、
南
京
手

品
師
、
南
京
小
僧
、
高
島
秋
帆
、
眠
り
薬
、
黒
犬
、
伴
天
連
の
妖
術

「
神
風
八
幡
船
」（
し
ん
ぷ
う
ば
は
ん
せ
ん
）

（
改
題
名
「
青
銅
髑
髏
の
謎
」《
か
ら
か
ね
ど
く
ろ
の
な
ぞ
》）

【
初
出
】『
少
年
倶
楽
部
』
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
〜
一
〇
月
号

に
連
載
。

【
諸
本
】『
青
銅
髑
髏
の
謎
』
偕
成
社
（
昭
和
一
六
）、
ポ
プ
ラ
社
（
昭
和

三
〇
）。『
高
垣
眸
全
集
』
二
（
桃
源
社
、
昭
和
四
五
）
に
所
収
。

【
あ
ら
す
じ
】
竜
神
丸
の
秘
法
を
探
し
に
旅
立
っ
た
竜
太
郎
た
ち
で

あ
っ
た
が
、
手
下
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
と
な
る
。
海
坊
主
の
蛸

八
は
、
十
字
架
の
銀
兵
衛
を
頼
っ
て
行
く
が
、
船
幽
霊
の
血
九
郎
に
殺
さ

れ
る
。
銀
兵
衛
は
、
秘
法
の
場
所
を
解
く
鍵
と
な
る
青
銅
髑
髏
を
用
い
、

阿
蘭
陀
館
に
潜
入
。
唐
人
船
の
長
五
郎
、
そ
の
子
・
唐
子
の
三
吉
と
と
も

に
、
地
下
牢
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
大
王
崎
の
雁
右
衛
門
を
救
い
出
す
。
イ

ギ
リ
ス
船
の
急
襲
に
よ
っ
て
阿
蘭
陀
船
は
大
破
。
血
九
郎
は
、
向
疵
の
鱶

八
と
手
を
組
み
、
宝
を
目
指
す
が
、
竜
太
郎
に
退
治
さ
れ
る
。
天
竺
猩
々

（
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
）
を
味
方
に
、
や
は
り
宝
を
狙
う
イ
ス
パ
ニ
ア
の
海
賊

ロ
ド
リ
ゴ
オ
も
加
わ
り
、
三
つ
巴
の
争
奪
戦
と
な
る
が
、
傷
つ
い
た
天
竺

猩
々
が
火
薬
を
爆
発
さ
せ
、
ロ
ド
リ
ゴ
オ
一
味
は
全
滅
。
宝
を
前
に
争
う

竜
太
郎
と
銀
兵
衛
で
あ
っ
た
が
、
雁
右
衛
門
の
仲
裁
も
あ
り
、
銀
兵
衛
は

改
心
。
竜
太
郎
は
新
し
い
八
幡
船
の
頭
と
し
て
、
世
の
中
の
た
め
に
宝
を

用
い
る
こ
と
を
誓
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
村
上
水
軍
、
毒
蛇
、
船
長
シ
ー
ボ
ル
ト
、
お
う
む
、

南
京
人
厨
夫
、
催
眠
術
（
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
）、
英
艦
暴
挙
事
件
、
髑
髏
地
蔵
、

天
竺
猩
々
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
、
玻
璃
天
井
、
八
幡
船

「
銀
蛇
の
窟
」（
ぎ
ん
だ
の
い
わ
や
）

【
初
出
】『
少
年
世
界
』
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
一
〇
月
〜
三
年
一
二

月
号
に
連
載
。

【
諸
本
】
平
凡
社
（
少
年
冒
険
小
説
全
集
、
昭
和
四
）、
ポ
プ
ラ
社
（『
銀
蛇
の

窟　

山
の
巻
』『
銀
蛇
の
窟　

海
の
巻
』
昭
和
二
三
）、
光
文
社
（『
銀
蛇
の
窟　

人

形
箱
の
秘
密
』、
昭
和
三
〇
）。『
高
垣
眸
全
集
』
一
（
桃
源
社
、
昭
和
四
五
）
に

所
収
。

【
あ
ら
す
じ
】
人
形
遣
い
の
月
右
衛
門
と
銀
之
助
は
、
聖
徳
太
子
由
来

の
銀
蛇
の
窟
に
あ
る
宝
の
あ
り
か
が
隠
さ
れ
る
人
形
箱
を
持
つ
た
め
、
熊

野
の
山
の
仲
間
か
ら
追
わ
れ
て
い
る
。
青
桐
新
九
郎
に
斬
ら
れ
、
盲
目
と

な
っ
た
月
右
衛
門
は
、
燐
兵
衛
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
銀
之
助
と
逃
げ
る
。

十
津
川
上
流
の
地
に
金
兵
衛
を
訪
ね
て
い
く
月
右
衛
門
た
ち
。
月
右
衛
門

は
甲
賀
衆
に
捕
ま
り
攫
わ
れ
る
。
銀
之
助
は
動
物
と
話
の
で
き
る
杜
吉
と

と
も
に
修
験
者
白
竜
よ
り
修
行
を
受
け
る
。
男
装
の
少
女
・
琴
音
は
、
寒

心
こ
と
物
外
和
尚
の
協
力
も
あ
り
、
父
の
仇
の
一
人
で
あ
る
芹
沢
鴨
を
討
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つ
。
銀
之
助
、
杜
吉
、
琴
音
、
燐
兵
衛
は
五
重
塔
に
幽
閉
さ
れ
た
月
右
衛

門
を
救
い
出
す
が
、
黒
猫
小
僧
の
放
火
に
よ
り
、
銀
之
助
が
火
傷
を
負

う
。
熊
野
灘
、
太
地
組
の
風
太
郎
は
大
鯨
を
追
い
、
土
佐
の
国
に
流
さ
れ

る
。
幽
霊
船
に
這
い
上
が
っ
た
風
太
郎
は
、
切
支
丹
の
海
賊
た
ち
に
捕
ら

え
ら
れ
る
が
、
熊
野
海
賊
の
千
右
衛
門
と
と
も
に
船
を
爆
破
し
、
脱
出
す

る
。
吉
野
川
上
流
に
住
む
国
栖
の
民
の
も
と
に
月
右
衛
門
と
銀
之
助
が
逃

げ
込
む
が
、
甲
賀
衆
が
襲
い
か
か
る
。
太
地
組
を
襲
っ
た
古
座
組
に
対

し
、
千
右
衛
門
と
と
も
に
太
地
組
が
復
讐
す
る
。
銀
之
助
、
杜
吉
、
琴
音

は
黒
猫
小
僧
に
よ
り
、
人
買
い
船
に
売
り
渡
さ
れ
る
。
人
買
い
船
に
切
支

丹
海
賊
の
新
し
い
髑
髏
船
が
衝
突
、
銀
之
介
た
ち
が
捕
ま
る
。
燐
兵
衛
と

黒
猫
小
僧
は
小
舟
の
上
で
格
闘
。
海
に
投
げ
出
さ
れ
、
岸
に
流
れ
着
い
た

二
人
だ
が
、
燐
兵
衛
は
黒
猫
小
僧
の
命
を
救
っ
て
や
る
。
十
津
川
上
流
の

金
兵
衛
の
元
に
、
月
右
衛
門
、
国
栖
の
民
が
集
ま
る
。
銀
之
助
た
ち
と
燐

兵
衛
は
海
賊
に
追
わ
れ
る
が
、
黒
猫
小
僧
が
恩
返
し
に
自
爆
し
、
彼
ら
を

救
う
。
甲
賀
衆
に
撃
た
れ
た
新
九
郎
だ
が
、
人
形
箱
を
金
兵
衛
に
渡
す
。

甲
賀
衆
を
旧
熊
野
党
の
衆
が
倒
し
、
倒
幕
と
王
政
復
古
の
た
め
に
宝
を
使

用
す
る
こ
と
を
誓
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
人
形
箱
、
聖
徳
太
子
、
熊
野
党
、
妖
精
渓
、
大
蟇
、

甲
賀
衆
、
修
験
者
、
新
撰
組
、
物
外
、
隠
形
の
秘
巻
、
鯨
取
り
、
髑
髏
、

幽
霊
船
、
切
支
丹
の
海
賊
、
鉛
山
の
廃
坑
、
国
栖
の
民
、
人
買
い
船
、
勤

王「
豹

ジ
ャ
ガ
ーの

眼
」（
じ
ゃ
が
ー
の
め
）

【
初
出
】『
少
年
倶
楽
部
』
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
〜
一
二
月
号

に
連
載
。

【
諸
本
】
大
日
本
雄
弁
講
談
社
（
昭
和
二
）、
東
光
出
版
社
（
昭
和
二
二
）、

普
通
社
（
名
作
リ
バ
イ
バ
ル
全
集
、
昭
和
三
七
）、
講
談
社
（
少
年
倶
楽
部
文
庫
、

昭
和
五
〇
）、
国
書
刊
行
会
（
復
刻
、
昭
和
六
〇
）。『
高
垣
眸
全
集
』
二
（
桃

源
社
、
昭
和
四
五
）
に
所
収
。

【
あ
ら
す
じ
】
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
の
船
・
黒
太
子
号
に
乗
り
組
ん

だ
モ
リ
ー
（
黒
田
杜
夫
）
は
、
船
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
少
女
錦
華
（
チ
ン
ホ

ア
）
を
救
う
が
、
重
傷
を
負
う
。
張
爺
（
チ
ヤ
ン
エ
ー
）
は
二
人
を
導
き
、

ボ
ー
ト
で
脱
出
、
ま
た
船
を
爆
破
す
る
。
モ
リ
ー
は
イ
ン
カ
帝
国
の
王
室

の
末
裔
で
あ
り
、
そ
の
秘
宝
の
鍵
「
王
位
の
指
輪
」
を
持
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
兇
賊
・
豹
（
ジ
ャ
ガ
ー
）
が
狙
っ
て
い
た
。
豹
の
手
か
ら
逃
れ
、

リ
マ
市
に
上
陸
し
た
三
人
。
モ
リ
ー
は
徐
々
に
回
復
し
た
が
、
錦
華
が
攫

わ
れ
る
。
王
（
ワ
ン
。
清
朝
の
皇
族
・
慎
親
王
）
は
錦
華
（
実
は
王
の
娘
）
を
奪

還
す
る
が
、
錦
華
は
死
笑
病
の
毒
を
注
射
さ
れ
て
い
た
。
モ
リ
ー
と
張
爺

は
豹
の
神
殿
に
て
豹
と
会
う
が
、
死
笑
病
の
解
毒
薬
と
の
交
換
条
件
に
王

位
の
指
輪
を
要
求
さ
れ
る
。
豹
一
味
は
サ
ー
カ
ス
の
猛
獣
を
街
に
放
つ
。

王
は
豹
の
基
地
に
忍
び
込
み
、
豹
に
死
笑
病
の
毒
を
注
射
す
る
。
豹
の
眼

は
義
眼
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
カ
パ
ッ
チ
王
の
碑
」
が
隠
さ
れ
て
お
り
、

王
位
の
指
輪
と
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
カ
の
秘
宝
の
場
所
が
わ
か

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
豹
は
滝
に
飛
び
込
み
自
害
す
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
イ
ン
カ
帝
国
、
秘
宝
、
少
林
寺
拳
法
、
死
笑
病
、

デ
ュ
カ
ン
探
偵
、
秘
密
結
社
、
ジ
ウ
ド
ウ
（
柔
道
）、
阿
片

「
夜ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

光
珠
綺も

の
が
た
り

譚
」（
だ
い
や
も
ん
ど
も
の
が
た
り
）

【
初
出
】『
少
年
世
界
』
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
〜
三
年
三
月
に

連
載
。『
少
年
世
界
』
廃
刊
の
た
め
に
中
絶
。
昭
和
四
五
年
『
高
垣
眸
全

集
』
刊
行
時
に
加
筆
完
結
し
て
収
録
。

【
諸
本
】『
高
垣
眸
全
集
』
一
（
桃
源
社
、
昭
和
四
五
）
に
所
収
。
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【
あ
ら
す
じ
】
一
七
〇
三
年
、
ヨ
ハ
ン
は
ロ
ー
マ
法
王
よ
り
賜
っ
た
夜

光
珠
を
持
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
に
日
本
へ
渡
る
。
一
三
年
後
、

ヨ
ハ
ン
は
日
本
で
牢
に
繋
が
れ
て
い
た
。
隣
の
牢
に
は
切
支
丹
信
者
と
し

て
捕
ら
え
ら
れ
た
、
手
品
師
の
江
戸
川
桜
と
そ
の
弟
子
の
都
と
錦
が
い

た
。
都
は
改
宗
し
釈
放
、
桜
は
死
刑
と
な
り
、
ヨ
ハ
ン
は
病
死
す
る
。
鶴

吉
の
秘
薬
に
よ
り
仮
死
状
態
に
な
っ
た
錦
は
墓
に
埋
め
ら
れ
る
が
、
鶴
吉

に
助
け
出
さ
れ
る
。
都
は
山
九
郎
の
悪
の
誘
い
に
乗
り
、
江
戸
川
一
座
を

復
興
さ
せ
る
。
鶴
吉
と
錦
を
追
う
、
与
力
の
塩
谷
平
四
郎
。
錦
は
足
を
負

傷
し
、
鶴
吉
は
撃
た
れ
て
し
ま
う
。
人
買
い
の
治
郎
助
と
珊
瑚
兵
衛
が
争

い
、
錦
は
夜
光
珠
を
手
に
入
れ
る
。
山
九
郎
と
都
が
結
び
つ
い
て
い
る
と

知
っ
た
、
軽
業
師
の
銀
太
郎
は
江
戸
川
一
座
か
ら
抜
け
、
錦
を
捜
す
。
人

形
師
鶴
寿
斎
は
、
同
じ
長
屋
に
住
む
浪
人
と
そ
の
娘
・
砧
の
危
機
を
救

う
。
都
は
こ
の
浪
人
の
娘
で
あ
り
、
砧
の
姉
で
あ
っ
た
。
錦
は
銀
太
郎
と

合
流
、
下
総
行
徳
に
住
む
。
都
は
鶴
吉
と
錦
（
実
は
人
形
）
の
姿
を
見
、

罪
の
意
識
に
苦
し
む
。
山
九
郎
と
争
い
、
硫
酸
を
浴
び
る
都
。
山
九
郎
も

失
明
し
、
自
滅
。
広
徳
寺
で
鶴
吉
と
錦
、
銀
太
郎
が
合
流
。
塩
谷
平
四
郎

が
急
襲
す
る
も
、
都
が
錦
を
人
形
と
す
り
替
え
て
逃
が
す
。
錦
は
西
国
大

名
大
友
肥
前
守
の
娘
で
あ
り
、
そ
の
協
力
の
も
と
、
鶴
吉
と
と
も
に
オ
ラ

ン
ダ
船
に
乗
り
密
航
。
ロ
ー
マ
に
着
い
た
都
は
足
の
傷
口
に
隠
し
て
い
た

夜
光
珠
を
法
王
に
返
却
す
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
ロ
ー
マ
法
王
、
悪
魔
、
切
支
丹
、
手
品
、
胡
蝶
霞
、

人
買
い
、
西
国
大
名
、
草
双
紙
、
人
形
、
物
乞
い
、
麦
藁
細
工
、
濃
硫

酸
、
蔓
珠
院
、
桐
ノ
木
灰
、
琉
球
、
密
航

「
ま
ぼ
ろ
し
城
」（
ま
ぼ
ろ
し
じ
ょ
う
）

【
初
出
】『
少
年
倶
楽
部
』
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
一
月
〜
四
月
号

に
連
載
。

【
諸
本
】
大
日
本
雄
弁
講
談
社
（
昭
和
一
二
）、
ポ
プ
ラ
社
（
昭
和
二
三
）、

普
通
社
（
名
作
リ
バ
イ
バ
ル
全
集
、
昭
和
三
七
）、
講
談
社
（
少
年
倶
楽
部
文
庫
、

昭
和
五
一
）、
国
書
刊
行
会
（
復
刻
、
昭
和
六
〇
）。『
高
垣
眸
全
集
』
四
（
桃

源
社
、
昭
和
四
六
）
に
所
収
。

【
あ
ら
す
じ
】
信
濃
・
飛
騨
に
住
む
山
棲
族
の
頭
領
・
霧
右
衛
門
は
、

あ
や
し
い
山
城
を
作
る
一
味
に
攫
わ
れ
る
。
山
城
の
主
は
小
西
行
長
の
遺

児
・
寿
安
。
城
を
ま
ぼ
ろ
し
城
と
名
付
け
、
徳
川
幕
府
へ
の
謀
叛
を
企
ん

で
い
た
。
霧
右
衛
門
の
子
・
桐
作
は
名
馬
・
白
を
売
ろ
う
と
す
る
が
、
寿

安
ら
に
奪
わ
れ
る
。
江
戸
の
隠
密
・
木
暮
月
之
介
は
一
味
に
変
装
し
、
ま

ぼ
ろ
し
城
に
潜
入
す
る
が
、
寿
安
に
見
破
ら
れ
、
桐
作
と
と
も
に
逃
亡
。

寿
安
は
霧
右
衛
門
の
妻
と
娘
を
急
襲
し
、「
秘
宝
山
絵
図
」
を
奪
う
。
寿

安
は
絵
図
の
謎
を
解
く
た
め
、
白
山
の
梧
平
行
者
の
も
と
へ
向
か
う
。
一

方
、
月
之
介
は
先
に
白
山
に
到
着
、
寿
安
を
騙
し
、
絵
図
を
奪
還
す
る
。

梧
平
の
持
つ
神
鏡
に
よ
っ
て
絵
図
の
謎
は
解
き
明
か
さ
れ
る
。
将
軍
献
上

の
た
め
の
馬
と
引
き
換
え
に
、
人
足
五
百
人
が
ま
ぼ
ろ
し
城
に
入
る
が
、

そ
の
中
に
は
山
棲
族
の
椋
十
が
忍
ん
で
い
た
。
月
之
介
、
桐
作
、
そ
の
他

山
棲
族
た
ち
が
ま
ぼ
ろ
し
城
に
攻
め
込
み
、
寿
安
は
月
之
介
に
斬
ら
れ

る
。
ま
ぼ
ろ
し
城
は
全
滅
し
、
霧
右
衛
門
ら
も
救
い
出
さ
れ
る
。
月
之
介

は
次
の
任
務
の
た
め
、
佐
渡
に
向
か
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
白
い
髑
髏
の
仮
面
、
黒
衣
、
白
衣
、
小
西
行
長
、
寿

安
、
秘
宝
、
柳
生
流
、
忍
術
、
剣
侠
、
隠
密
、
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
（
催
眠
術
）

「﹇
新
版
大
岡
裁
き
﹈
謎
の
花
簪
」（
な
ぞ
の
は
な
か
ん
ざ
し
）

（
改
題
名
「﹇
探
偵
奇
談
﹈
怪
人
」《
か
い
じ
ん
》、「
謎
の
象
牙
簪
」《
な
ぞ
の
ぞ
う
げ

か
ん
ざ
し
》）
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【
初
出
】『
少
女
倶
楽
部
』
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
号
付
録
。

【
諸
本
】『﹇
探
偵
奇
談
﹈
怪
人
』
偕
成
社
（
昭
和
二
二
）、『
謎
の
象
牙

簪
』
ポ
プ
ラ
社
（
昭
和
二
八
）。『
高
垣
眸
全
集
』
四
（
桃
源
社
、
昭
和
四
六

年
）
に
所
収
（
題
は
「
謎
の
花
簪
」）。

【
あ
ら
す
じ
】
松
平
伊
予
守
の
屋
敷
で
、
阿
蘭
陀
船
長
絽
利
（
ロ
ー
ザ

ス
）
の
通
辞
丸
山
珊
瑚
郎
が
殺
さ
れ
、
南
蛮
渡
り
の
花
簪
が
落
ち
て
い

た
。
続
い
て
阿
蘭
陀
医
熊
井
玄
洞
も
花
簪
を
握
っ
た
死
体
と
し
て
発
見
さ

れ
る
。
北
町
奉
行
中
山
出
雲
守
時
春
と
南
町
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
は
将

軍
の
命
を
受
け
、
犯
人
探
し
に
あ
た
っ
た
。
永
代
橋
墜
落
の
際
、
水
中
に

投
げ
出
さ
れ
た
浪
人
・
館
清
之
助
は
何
者
か
に
助
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
男

は
花
簪
を
残
し
て
身
を
隠
し
た
。
唐
物
問
屋
・
天
竺
屋
藤
造
が
殺
さ
れ
、

花
簪
が
残
さ
れ
る
。
そ
の
下
手
人
と
し
て
持
っ
て
い
た
花
簪
を
証
拠
に
清

之
助
が
北
町
奉
行
所
の
手
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。
大
岡
越
前
守
は
与
力
た
ち

と
投
網
漁
に
出
か
け
、
船
頭
を
連
続
殺
人
犯
・
生
月
島
の
竜
太
郎
と
し
て

捕
ら
え
る
。
老
中
松
平
伊
豆
守
の
前
で
、
対
決
す
る
両
町
奉
行
。
以
前
、

清
之
助
を
水
中
で
救
っ
た
の
が
竜
太
郎
で
あ
っ
た
。
竜
太
郎
の
自
白
に
よ

り
、
殺
さ
れ
た
者
た
ち
は
不
知
火
丸
を
は
じ
め
と
す
る
元
密
貿
易
船
の
賊

で
あ
り
、
竜
太
郎
は
愛
し
た
女
性
百
合
絵
と
そ
の
叔
父
銀
兵
衛
の
敵
討
ち

と
し
て
殺
人
を
犯
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
清
之
助
は
越
前
守
の
同

心
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
竜
太
郎
は
死
刑
。
だ
が
そ
の
実
は
越
前
守
の

計
ら
い
で
密
か
に
逃
が
さ
れ
て
い
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
阿
蘭
陀
、
西
班
牙
、
異
国
人
（
混
血
児
）
追
放
、
切
支

丹
、
鯨
漁
師
、
清
之
助
妹
香
代
、
百
合
絵
、
昼
行
灯

「
ダ
イ
ア
ナ
の
瞳
」（
だ
い
あ
な
の
ひ
と
み
）

【
初
出
】『
少
女
倶
楽
部
』
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
四
月
〜
同
一
六

年
三
月
号
に
連
載
。

【
諸
本
】
偕
成
社
（
昭
和
二
六
）

【
あ
ら
す
じ
】
元
和
二
年
、
女
歌
舞
伎
の
一
座
を
率
い
る
村
雨
梢
太
夫

の
も
と
に
、
異
国
人
追
放
か
ら
逃
れ
て
き
た
イ
ス
パ
ニ
ア
人
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
が
迷
い
込
む
。
梢
の
父
は
大
江
兵
庫
。
父
娘
と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
梢
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
「
ダ
イ
ア
ナ
の
瞳
」
を

渡
し
、
死
ぬ
。
同
心
青
地
三
九
郎
は
梢
た
ち
一
座
を
異
人
を
匿
っ
た
こ
と

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
で
捕
縛
す
る
。
牢
の
中
、
梢
は
弟
子
で
あ
る
雫

に
、
雫
は
小
西
行
長
の
娘
で
あ
る
露
姫
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
ダ
イ
ア
ナ

の
瞳
を
渡
す
。
梢
は
放
免
さ
れ
、
乞
食
村
の
時
右
衛
門
ら
に
助
け
ら
れ

る
。
転
び
バ
テ
レ
ン
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ッ
ク
ス
こ
と
小
楠
寿
安
は
悪
人
た
ち

と
ダ
イ
ア
ナ
の
瞳
を
探
す
。
雫
は
ダ
イ
ア
ナ
の
瞳
を
と
び
松
と
い
う
少
年

に
奪
わ
れ
る
。
歌
舞
伎
一
座
の
道
化
役
者
玉
吉
は
、
牢
を
抜
け
出
し
、
梢

に
仮
死
状
態
に
な
る
薬
を
飲
ま
せ
る
。
死
体
と
し
て
運
び
出
さ
れ
た
梢
を

玉
吉
が
救
う
。
薬
を
調
合
し
た
の
は
大
坂
の
陣
を
生
き
延
び
た
真
田
幸
村

で
あ
っ
た
。
悪
人
た
ち
が
奪
い
あ
う
ダ
イ
ア
ナ
の
瞳
を
、
歌
舞
伎
一
座
の

若
衆
錦
也
が
取
り
返
す
。
小
西
行
長
の
家
臣
で
あ
っ
た
河
合
十
兵
衛
の
も

と
に
逃
げ
こ
ん
だ
錦
也
を
、
三
九
郎
や
寿
安
が
襲
う
。
が
、
そ
こ
に
幸
村

や
時
右
衛
門
ら
が
駆
け
つ
け
、
錦
也
や
そ
こ
に
い
た
雫
を
助
け
出
す
。
幸

村
、
梢
、
雫
（
露
姫
）、
錦
也
、
玉
吉
ら
は
豊
臣
秀
頼
の
い
る
薩
摩
を
目
指

し
て
船
出
す
る
。
ダ
イ
ア
ナ
の
瞳
は
新
天
地
開
拓
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
梢
、
寿
安
、
小
西
行
長
、
キ
リ
シ
タ
ン
、
二
人
静
、

ビ
ル
ゼ
ン
マ
リ
ア
、
十
字
架
、
ヨ
ハ
キ
ン
兵
庫
、
マ
ダ
リ
ナ
梢
、
念
珠

（
コ
ン
タ
ス
）、
フ
ェ
ル
ジ
ナ
ン
ト
国
王
、
カ
ピ
タ
ン
、
八
門
遁
甲
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「
疾
風
月
影
丸
」（
し
っ
ぷ
う
つ
き
か
げ
ま
る
）

【
初
出
】『
小
学
六
年
生
』
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
一
月
〜
一
二
月

号
に
連
載
。

【
諸
本
】
ポ
プ
ラ
社
（
昭
和
二
五
）。

【
あ
ら
す
じ
】
京
都
清
水
寺
参
詣
の
帰
り
、
山
霧
一
座
の
太
夫
・
梢
は

新
徴
組
の
隊
士
に
絡
ま
れ
る
が
、
虚
無
僧
に
救
わ
れ
る
。
こ
の
虚
無
僧

は
、
梢
の
父
で
あ
り
、
密
貿
易
で
手
配
さ
れ
て
い
る
月
影
丸
の
銀
右
衛
門

で
あ
っ
た
。
月
影
丸
を
追
う
目
明
か
し
の
木
津
屋
丈
八
は
梢
を
攫
い
、
古

屋
敷
に
監
禁
す
る
。
山
霧
座
の
松
寿
は
、
月
影
丸
を
兄
の
敵
と
狙
う
望
月

駒
太
郎
と
出
会
い
、
と
も
に
梢
を
追
う
。
丈
八
た
ち
は
松
寿
と
駒
太
郎
を

も
襲
う
が
、
月
影
丸
が
救
う
。
一
方
、
梢
は
屋
敷
の
火
事
を
機
に
逃
げ
出

し
、
松
寿
と
巡
り
会
う
。
月
影
丸
は
、
牢
に
入
れ
ら
れ
た
山
霧
座
の
座

長
・
唐
兵
衛
を
救
い
出
す
。
駒
太
郎
は
、
兄
の
本
当
の
敵
で
あ
る
此
木
治

郎
衛
門
（
柴
治
作
）
を
討
つ
。
月
影
丸
は
磔
刑
に
処
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る

梢
を
救
い
、
西
郷
吉
之
助
に
匿
わ
れ
る
。
薩
長
土
肥
連
合
の
時
が
近
づ
い

て
い
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
梢
、
新
徴
組
、
南
禅
寺
、
鎖
国
の
悪
法
、
勝
海
舟
、

坂
本
竜
馬
、
西
郷
吉
之
助
、
中
村
半
次
郎
、
白
癩
の
傴
僂
婆
、
狂
女
、
白

痴
、
曼
珠
沙
華

「
怪
奇
黒
猫
組
」（
か
い
き
く
ろ
ね
こ
ぐ
み
）

【
初
出
】
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
八
月
、
ポ
プ
ラ
社
刊
。

【
諸
本
】
ポ
プ
ラ
社
（
昭
和
二
八
）。

【
あ
ら
す
じ
】
切
支
丹
の
妖
術
を
使
う
黒
猫
組
が
、
城
か
ら
軍
用
金
と

宝
剣
霧
降
丸
、「
隠
形
の
秘
巻
」
を
盗
む
。
そ
の
際
に
香
月
三
左
衛
門
、

そ
の
子
右
馬
之
助
は
斬
り
殺
さ
れ
る
。
祖
父
と
父
の
敵
を
討
つ
た
め
、
千

代
太
郎
が
旅
立
つ
。
返
り
討
ち
に
な
る
と
こ
ろ
を
、
老
仙
・
雲
霧
仁
左
衛

門
が
救
う
。
陽
炎
の
銀
二
郎
と
木
鼠
の
忠
吉
は
、
駒
形
の
関
所
か
ら
遠
眼

鏡
を
盗
み
取
る
黒
猫
組
を
目
撃
し
、
そ
の
遠
眼
鏡
を
奪
う
が
す
ぐ
に
奪
い

返
さ
れ
る
。
千
光
寺
の
小
坊
主
・
曼
念
は
相
撲
で
勇
力
を
顕
し
、
友
人
の

鳥
刺
し
の
竿
作
と
と
も
に
、
銀
二
郎
、
忠
市
と
知
り
合
う
。
黒
猫
組
に

よ
っ
て
千
光
寺
か
ら
黄
金
の
本
尊
仏
が
盗
ま
れ
る
。
千
代
太
郎
は
仙
界
で

修
行
、
雲
霧
よ
り
「
飛
剣
」
を
与
え
ら
れ
、
同
じ
く
「
無
増
無
減
球
」
と

い
う
鉄
丸
を
与
え
ら
れ
た
菊
童
と
と
も
に
山
を
下
り
る
。
黒
猫
組
の
手
下

に
襲
わ
れ
る
も
飛
剣
と
鉄
丸
に
よ
っ
て
逃
れ
た
二
人
は
、
や
は
り
黒
猫
組

に
捕
ま
っ
て
い
た
少
年
・
河
童
の
皿
吉
を
救
い
出
す
。
鋤
柄
宿
の
大
秋
市

で
南
蛮
手
品
を
興
業
す
る
天
々
斎
天
瑪
理
を
黒
猫
組
が
襲
う
。
天
瑪
裡
は

北
極
星
の
生
ま
れ
変
わ
り
、
千
代
太
郎
、
菊
童
、
皿
吉
、
銀
二
郎
、
忠

市
、
曼
念
、
竿
作
は
北
斗
七
星
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
り
、
天
縁
の
八
人

が
揃
う
こ
と
で
、
黒
猫
組
頭
領
の
黒
猫
九
郎
右
衛
門
に
対
抗
で
き
る
の
で

あ
っ
た
。
九
郎
右
衛
門
の
隠
れ
家
で
あ
る
庵
織
山
の
鬼
の
洞
穴
に
乗
り
込

む
八
人
。
雲
霧
の
援
助
も
あ
り
、
苦
難
の
末
、
黒
猫
組
を
全
滅
さ
せ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
切
支
丹
の
妖
術
、
北
辰
一
刀
流
、
雲
霧
仁
左
衛
門
、

術
網
、
婆
羅
門
直
伝
の
波
羅
蜜
多
の
妖
術
、
猿
の
赤
ン
兵
エ
、
水
相
撲
、

千
光
寺
、
蜂
の
巣
突
き
、
伊
賀
の
忍
術
者
・
畔
柳
九
郎
右
衛
門
、
天
縁
の

星
形
、
北
極
星
、
北
斗
七
星
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
少
林
寺
、
術
比
べ

　
　
　

五
、
お
わ
り
に

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
拙
い
考
察
と
作
業
で
す
が
、
こ
れ
も
最
初
の
一

歩
と
し
て
ご
海
容
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
は
以
上
の
よ
う
な
作
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業
を
継
続
し
、
ま
た
学
生
に
紹
介
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
尾
道
文
学
談
話
会
な
ど
を
利
用
し
、「
江
戸
時
代
の
文
学
研
究
の

視
点
を
用
い
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
共
通
点
を
考
え
る
こ
と
」
の

成
果
を
逐
次
報
告
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

最
後
に
お
願
い
を
し
て
終
わ
り
に
い
た
し
ま
す
。
高
垣
眸
作
品
の
テ
キ

ス
ト
を
お
持
ち
の
方
は
、
見
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
高
垣

眸
研
究
の
促
進
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
二
〇
〇
六
年
度
「
尾
道
学
講
座
」

第
３
回
「
文
学
の
中
の
拳
骨
和
尚
」
で
講
演
。
ま
た
ほ
ぼ
同
内
容
を
拙
稿

「
講
談
本
の
中
の
拳
骨
和
尚
」（『
尾
道
大
学
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
叢
書
１　

尾

道
の
芸
術
文
化
』
所
収
。
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
尾
道
大
学
）
に
執
筆
し
ま
し

た
。

（
２
）初
出
は
山
陽
新
聞
ほ
か
で
新
聞
連
載
。
単
行
本
は
『
拳
豪
伝
』
上
・
下

（
一
九
八
五
年
、
講
談
社
）、
ま
た
文
庫
本
と
し
て
『
拳
豪
伝
』（
一
九
八
八

年
、
講
談
社
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
漫
画
化
し
た
も
の
は
、
横
山
ま
さ

み
ち
の
作
画
に
よ
っ
て
、
同
タ
イ
ト
ル
で
一
九
九
二
年
、
講
談
社
か
ら
出

版
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
３
）二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
二
〇
一
〇
年
度
「
尾
道
学
講

座
」
第
５
回
「
尾
道
大
学
所
蔵　

下
垣
内
文
庫
に
つ
い
て
」
で
講
演
。
ま

た
ほ
ぼ
同
内
容
を
拙
稿
「
尾
道
大
学
所
蔵　

下
垣
内
文
庫
に
つ
い
て
」

（『
尾
道
大
学
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
叢
書
５　

尾
道
大
学
か
ら
の
発
信
』
所
収
。
二

〇
一
二
年
三
月
、
尾
道
大
学
）
に
執
筆
し
ま
し
た
。

　
　

下
垣
内
先
生
は
二
〇
一
二
年
八
月
五
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
４
）辞
典
・
事
典
類
へ
の
立
項
は
、
管
見
の
限
り
以
下
の
も
の
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
『
児
童
文
学
辞
典
』（
一
九
七
〇
年
、
東
京
堂
出
版
）、『
児
童
文
学
事
典
』

（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
。
一
九
八
八
年
、
東
京
書
籍
）、『
日
本
児
童
文
学
大

事
典
』
第
一
巻
（
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
編
。
一
九
九
三
年
、
大
日
本
図
書
株

式
会
社
）、『
図
説
児
童
文
学
翻
訳
大
事
典
』
第
２
巻
（
二
〇
〇
七
年
、
大
空

社
。
オ
ル
ツ
イ
夫
人
編
「
紅
は
こ
べ
」
の
翻
訳
作
と
し
て
）

（
５
）全
集
類
と
し
て
は
他
に
も
、
一
九
四
八
年
頃
、
ポ
プ
ラ
社
よ
り
刊
行
さ
れ

た
『
高
垣
眸
名
作
選
』（
当
初
は
全
四
〇
巻
の
予
定
で
あ
っ
た
も
よ
う
）
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
手
に
入
り
に
く
く
、
統
一
さ
れ
た
書
式
と
い
う
面
は
あ

る
も
の
の
、
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
単
行
本
、
全
集
と
言
う
よ
り
も
「
シ
リ
ー

ズ
」
と
い
っ
た
様
相
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
次
章
の
単
行
本
に
含
め
て

お
き
ま
す
。
な
お
、『
高
垣
眸
名
作
選
』
の
内
訳
は
、
架
蔵
本
『
銀
蛇
の

窟
（
海
の
巻
）』（
一
九
四
八
年
刊
、
八
〇
円
）
な
ら
び
に
『
ま
ぼ
ろ
し
城
』

（
一
九
四
九
年
刊
、
八
五
円
）
所
載
の
広
告
に
よ
れ
ば
以
下
の
十
五
巻
で
す
。

　
　
　

１
『
怪
傑
黒
頭
巾
』、
２
『
ま
ぼ
ろ
し
城
』、
３
『
銀
蛇
の
窟
（
山
の

巻
）』、
４
『
銀
蛇
の
窟
（
海
の
巻
）』、
５
『
荒
海
の
虹
』、
６
『
鳴
神
峠
』、

７
『
金
竜
水
滸
伝
』、
８
『
夜
光
珠
綺
譚
（
都
の
巻
）』、
９
『
夜
光
珠
綺

譚
（
錦
の
巻
）』、
10
『
渦
潮
の
果
』、
11
『
怪
異
髑
髏
船
』、
12
『
黒
衣
剣

侠
』、
13
『
紅
魚
喇
嘛
（
東
洋
の
巻
）』、
14
『
紅
魚
喇
嘛
（
西
洋
の
巻
）』、

15
『
空
を
飛
ぶ
謎
』。

    　

一
方
、
ポ
プ
ラ
社
の
刊
行
し
た
シ
リ
ー
ズ
（
広
告
に
は
、
吉
川
英
治
、
江
戸

川
乱
歩
、
海
野
十
三
ら
他
作
者
に
よ
る
書
物
と
並
べ
載
せ
ら
れ
、「
探
偵
冒
険
」
の

名
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
と
し
て
、
同
じ
く
架
蔵
の
『
火
の
玉
王
子
』

（
一
九
五
三
年
刊
）、『
疾
風
月
影
丸
』（
一
九
五
五
年
刷
）、
尾
道
市
立
大
学
蔵

『
疾
風
月
影
丸
』（
一
九
五
三
年
刊
）、『
青
銅
髑
髏
の
謎
』（
一
九
五
五
年
刊
）

所
載
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
も
の
と
重
複
し
な
が
ら
、『
怪
傑
黒
頭

巾
』『
ま
ぼ
ろ
し
城
』『
銀
蛇
の
窟
（
山
の
巻
）』『
銀
蛇
の
窟
（
海
の
巻
）』
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『
大
陸
の
若
鷹
』『
荒
海
の
虹
』『
疾
風
月
影
丸
』『
竜
神
丸
』『
青
銅
髑
髏

の
謎
』『
黒
潮
の
唄
』『
豹
の
眼
』『
黒
衣
剣
侠
』『
火
の
玉
王
子
』『
謎
の

象
牙
簪
』『
怪
奇
黒
猫
組
』
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
装
丁
が
異
な

り
、
ま
た
値
段
が
一
二
〇
円
か
ら
一
六
〇
円
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
別
の
シ
リ
ー
ズ
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
６
）例
え
ば
、
尾
道
市
立
大
学
蔵
の
『
疾
風
月
影
丸
』
の
刊
記
に
は
「
昭
和
二

十
八
年
九
月
三
十
日
印
刷　

昭
和
二
十
八
年
十
月
五
日
発
行
」
と
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
架
蔵
の
『
疾
風
月
影
丸
』
の
刊
記
に
は
「
昭
和
三

十
年
七
月
二
十
日
印
刷　

昭
和
三
十
年
七
月
三
十
日
発
行
」
と
あ
り
ま

す
。
両
書
は
と
も
に
ポ
プ
ラ
社
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
他
に
刊
記
に
記

さ
れ
る
著
者
名
、
発
行
者
名
、
印
刷
者
名
、
印
刷
所
名
、
発
行
所
名
は
全

て
同
じ
で
す
（
架
蔵
本
に
は
発
行
所
の
ポ
プ
ラ
社
の
住
所
に
、
本
社
の
他
、
営
業

所
が
加
わ
っ
て
い
る
点
が
、
尾
道
市
立
大
学
蔵
本
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
）。
活

字
を
比
べ
て
み
て
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
。
た
だ
、
こ
れ
も
刊
記
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
製
本
所
が
、
尾
道
市
立
大
学
蔵
本
は
「
富
士
製

本
」
と
あ
り
、
架
蔵
本
は
「
粕
谷
製
本
」
と
あ
る
点
が
違
っ
て
お
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
、
と
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
近
世
ま
で
の
版
本
書
誌
学
に
お
け
る
「
刊
」（
版
木
が
作

成
さ
れ
た
時
。
通
常
、
初
め
て
印
刷
さ
れ
る
時
と
考
え
ら
れ
る
）、「
印
」（
実
際

に
そ
の
書
物
が
印
刷
さ
れ
た
時
）
の
関
係
、
現
代
で
言
え
ば
「
版
」
と
「
刷
」

の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
同
様
の
例
が
架
蔵
の

『
水
滸
伝
物
語
』（
高
垣
眸
著
《
翻
訳
》、
世
界
名
作
全
集
55
）
二
点
で
も
見
受

け
ら
れ
、
今
、
仮
に
こ
れ
ら
を
Ａ
本
、
Ｂ
本
と
し
て
み
ま
す
と
、
Ａ
本
に

は
「
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
五
日
初
版
発
行　

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
日

印
刷
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
再
版
発
行
」「
定
価
二
〇
〇
円
」「
著

者　

高
垣
眸
」「
発
行
者　

野
間
省
一
（
藤
沢
注
・
住
所
等
は
省
略
し
ま
す
。

以
下
同
）」「
印
刷
者　

山
元
正
宜
」「
発
行
所　

株
式
会
社　

大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
」「
宮
崎
製
本
」
と
あ
り
ま
す
。
一
方
、
Ｂ
本
に
は
「
昭
和

三
十
五
年
五
月
十
日
発
行
」「
定
価
二
〇
〇
円
」「
訳
者　

高
垣
眸
」「
発

行
者　

野
間
省
一
」「
印
刷
社　

星
野
経
男
」「
印
刷
所　

星
野
精
版
株
式

会
社
」「
発
行
所　

株
式
会
社　

講
談
社
」「
大
製
製
本
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
刊
記
の
頁
は
ま
っ
た
く
違
う
版
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
印
刷
所
も
製
本
所
も
違
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
文
の
活
字
は
ど
う

見
て
も
同
じ
も
の
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
当
時
の
出
版
の
仕

組
み
を
理
解
で
き
て
い
な
い
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

（
７
）『
日
本
児
童
文
学
大
系　

20　

山
中
峯
太
郎　

高
垣
眸
』
所
載
の
、
磯
貝

勝
太
郎
氏
作
成
の
「
高
垣
眸
年
譜
」、
ま
た
『
少
年
小
説
大
系　

第
５
巻　

高
垣
眸
集
』
所
載
の
、
高
橋
康
雄
氏
に
よ
る
「
高
垣
眸　

年
譜
」
を
参
照

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
諸
本
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
年
譜
に
未
掲
載
の

書
籍
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
年
譜
の
さ
ら
な
る
充
実
も
今
後
の

課
題
で
し
ょ
う
。

（
８
）「
日
本
の
古
本
屋
」
で
し
か
調
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、
他
に
ネ
ッ
ト
上
で
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
面
で
も
出
品

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

補
記

　

本
稿
は
、「
二
〇
一
一
年
度　

尾
道
学
講
座
」（
第
２
回
）
と
し
て
一
〇
月
五

日
（
水
）
に
お
話
し
し
た
内
容
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
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『疾風月影丸』カバー表紙（1955年、ポプラ社） 同左　本体表紙（1953年、ポプラ社）

偕成社より出版された翻訳小説。左より『紅はこべ』『恐竜の足音』『ゼンダ城の虜』
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『少女倶楽部』1938年7月号付録
『新版大岡裁き　謎の花簪』

『少年クラブ』1959年9月号付録
『ジャガーの目』（漫画）

翻訳『牢獄の天使』（1949年、東光出版社）

『ダイアナの瞳』（1949年、偕成社）
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『まぼろし城』（1949年、ポプラ社）

高垣眸作品は漫画化

されることも多い。

同左　口絵


